
 
 

 

 

ダンパマウント 

 前輪サスペンションにおいて、樹脂製ベアリングの組付方法が不適切なため、ダンパユニット

とダンパマウントを締め付けるナット締付時にベアリングが削れ、その破片がワッシャ座面との

間に挟まり、ナットの締結力が不足するものがある。また、当該ナットの締付用工具が不適切な

ため、ナットの締結力が不足するものがある。そのため、ハンドル転舵時にダンパユニットの

ロッド締結部にガタが生じ、締結部近傍に過大な応力が加わり、そのまま使用を続けると、最悪

の場合、当該ロッドが折損し、走行安定性を損なうおそれがある。 

改善の内容 

 全車両、前輪サスペンションを対策品に交換する。 

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：車体番号打刻の下三桁目上部に黄色ペイントを塗布する。 
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 注：      は交換部品を示す。 
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